
USHA Japan 第 32 回議事録 

2022年 11月 19日㈯ 15：00～16:00 

 場所：ZOOM会議              

    

出席者：小野、酒井、Prakash、橋本、Purushottma、井村、滝井（敬称略） 

１．報告事項 

１）ネパール情報  Prakash 

・ネパールの総選挙が予定されており、11月 18日から 4日間にわたり学校、職場は休暇に。選挙は 11月 20日（日）を

予定している。 

・デング熱の流行が継続。気温がさがり、蚊が減ることで少し減少している様子だが、地方ではまだ流行が続いており、現段

階で 60人近くデング熱感染により亡くなっている。 

・特定技能試験は毎月実施され合格者も増えている。それに伴い日本企業と連携した派遣機関も増加し、ネパールから日

本への入国者もかなり増えている様子。ハナミズキトレーニングセンターからも先々月～今月にかけて追加で 10名ほど入国

している。現在約 100名近くが関西を中心に勤務中。給与等条件にも満足した状態で問題なく務める事ができている。 

1 名体調を崩し、日本で通院するも原因が分からず、サポートも検討していたが本人の判断でネパールへ帰国。帰国後、腸

炎とわかり、服薬にて回復。今年の 3月に入国が緩和し、5月より本格的に入国が始まり、まだ期間が短いためあまり問題も

起こっていないが、今後時間が経つほどサポートが必要になってくると予想される。 

ハナミズキトレーニングセンターの生徒も増加。ネパールから日本への留学生も増えており、すでに来年 4 月入学の留学生

について定員に達している学校も多い。ハナミズキトレーニングセンターも学生が増えたことを受け、1 階だけではなく 3 階ま

でスペースを広げ、事業を拡大する。 

Ｑ．ネパールから日本へ入国する特定技能者の内、何％がハナミズキの生徒か(酒井) 

Ａ．明確な数字はわからない。ただハナミズキの生徒は現在 400 名で、学生が最も多い。 

Ｑ．人気な理由は(酒井) 

Ａ．試験の合格率が高いことに加え、合格後のサポートが手厚いことも人気の理由。日本に送り出している人数もハナミズキ

が最も多い。また、サポート料がほとんどかからず、低額で日本に行くことも理由の一つ。 

Ｃ．受け入れ施設の対応は国内で問題になっているトピックの 1 つ。今回帰国したネパール人の方のような類似した問題が

起こっている。病院でのコミュニケーションに問題があり、うまく原因を見つける事ができていない可能性も。サポート者と一緒

に病院に行くなどきめ細やかなサポートが今後必要になりそう。(酒井） 

Ｑ．円安による問題は起きているか(酒井) 

Ａ．起きている。以前であれば 10万円送金したら、11万円くらいになっていたところが、今だと 9万円くらいと 2万円程の差

額がでている。人によっては為替改善後送金するよう貯金する人も。 

 

2）プロジェクトチーム活動 

広報活動 Purushottma 

進捗無し。 

Ｃ．ＮRＮＡとの連携は今後の活動にとって重要。酒井先生、大阪支部長との打ち合わせの調整を（小野） 

Ｃ．年末のイベントに向けて打ち合わせ予定のため、その際に提案する。 

 

３）Ｄｏｇｗｏｏｄ 小野 

・今月の 8 日に常盤病院、ライオンズクラブとそれぞれ協議。USHA Japan の組織活動が一新することに合わせて、

Dogwood との関係を一度解消することで合意。Dogwood の株式会社としての利潤追求と USHA Japan としてボランティア

活動の兼ね合いが難しかった。ただし相互の目的は同じであることから円満に解消しており、今後また縁があれば一緒に活

動することも可能。 

 

２. 審議 

1) HPの作成進行状況 Prakash 

10 月ごろまでは順調に進んでいたが、お祭りや選挙、作成者のデング熱感染等の理由で遅延。今回の選挙後打ち合わせ

予定で井村先生および酒井先生の意見を伝える。現在は料金の内 30%(4万円程)を支払い済み。 

C. ホームページの協議を進めている。メールにて進捗報告いただくも確認が難しく、今後は Zoom や理事会で進捗確認を

していきたい（井村） 

C. 井村先生同様確認が難しい。実際に見ながら微調整し目的性も明確にした HP に。国際支援の場で共感や協賛を得ら

れるものにしていきたい。（酒井） 

 

２）USHA Japan改革検討委員会の活動 小野/酒井 

10 月 1 日対面にて実施。HP 作成を中心に進めていく。今後のタイムスケジュールとしては 2 月に総会を実施、HP は年内

までに完成を。メールでやりとりが難しい部分は Zoom等を活用して進める。新組織については総会の承認を経て決定する。



また Dogwoodの関係解消を受けて、賛助/参与会員は廃止へ。 

 

３）ハナミズキとのオンライン交流会について Prakash 

オンライン交流会は十分に進められていないが継続実施が重要。12月からの開始に向けて準備を進める。 

 

３．その他 

・パルさんは 1月 7日～17日に来日予定。その際に HPの立替費用も清算を。 

 

 

次回会議予定 12月 17日（土） 15:00～16:00  

   

 


